
❖
日
に
ち　
8
月
21
日
日日
～
22
日
🈷

❖
場
所　
毛
馬
内
こ
も
せ
通
り

　
秋
田
県
三
大
盆
踊
り
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
る
「
毛
馬
内
盆
踊
り
」
は
、
大
太

鼓
と
笛
の
囃
子
で
踊
る
「
大
の
坂
」
と

無
伴
奏
の
歌
の
み
で
踊
る
「
甚
句
」
の

二
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
の

祭
り
の
魅
力
を
よ
り
一
層
引
き
立
て
る

昔
な
が
ら
の
「
こ
も
せ
」
の
街
並
を
背

に
、
か
が
り
火
を
囲
む
情
緒
豊
か
で
優

雅
な
踊
り
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問問  

産
業
活
力
課 

観
光
交
流
班 

☎
30
‐
０
２
４
８

問問  

花
輪
ば
や
し
祭
典
委
員
会 

☎
22
‐
６
０
８
８

問問  

大
湯
大
太
鼓
保
存
会

☎
37
‐
３
２
４
４

問問  

毛
馬
内
盆
踊
り
振
興
会

☎
30
‐
３
９
３
９

❖
日
に
ち　
8
月
15
日
🈷

❖
場
所　
道
の
駅
お
お
ゆ

　
「
大
湯
大
太
鼓
ま
つ
り
」
は
、
五
穀

豊
穣
と
先
祖
供
養
の
た
め
、
毎
年
８
月

15
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
直
径
１・
２

㍍
、
胴
長
１・
５
㍍
、
重
さ
40
㌕
も
の

大
太
鼓
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
華
麗
な
バ
チ

さ
ば
き
で
力
強
く
打
ち
鳴
ら
す
奏
者
た

ち
の
姿
は
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財

毛
馬
内
盆
踊
り

大
湯
大
太
鼓

ま
つ
り

❖
日
に
ち　
8
月
19
日
金
～
20
日
土

❖
場
所　
花
輪
商
店
街
通
り
・

　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
鹿
角
花
輪
駅
前
な
ど

　
日
本
一
の
祭
り
囃ば
や
し子

と
も
称
さ
れ
る
「
花
輪

ば
や
し
」
は
、
本
漆
と
金
粉
で
彩
ら
れ
た
き
ら

び
や
か
な
屋
台
と
、
夜
を
徹
し
て
響
く
に
ぎ
や

か
な
お
囃
子
が
特
徴
で
す
。

　
祭
り
囃
子
の
響
演
は
鹿
角
の
ま
ち
に
響
き
渡

り
、
十
町
内
の
屋
台
が
鹿
角
花
輪
駅
前
に
勢
ぞ

ろ
い
す
る
駅
前
パ
レ
ー
ド
の
迫
力
は
ま
さ
に
圧

巻
で
す
。

花
輪
ば
や
し

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産 

勇
壮
な
武
者
絵
の
大
行
進

花
輪
ね
ぷ
た

❖
日
に
ち　
8
月
7
日
日日
～
8
日
🈷

❖
場
所　
花
輪
商
店
街
通
り
・
稲
村

橋
な
ど

受
け
継
が
れ
る
江
戸
情
緒

花
輪
の
町
踊
り

❖
日
に
ち　
8
月
下
旬
か
ら

❖
場
所　
花
輪
商
店
街
通
り
な
ど

　

３
年
ぶ
り
に
鹿
角
が
祭
り
一
色
と
な
り
、
一
年
で
最
も
活
気
あ

ふ
れ
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

鹿
角
の
夏
祭
り

歴
史
と
伝
統
が
息
づ
く
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